第33期日本リージョンに寄せられた質問
( 2014－2015 )
議事運営「Q & A」　

Q1. リージョンの会則修正案に対するクラブでの採決について「クラブレベルでは過半数の表決とする」とリージョンから指導を受けました。会則の修正についてクラブレベルの採決に於いて過半数と2/3では上部レベルでの表決の票数が違ってくると考えられるのですが、クラブでは過半数の表決でいいのですか。
A1. 再度、 ITC議会法規役員にお尋ねしました。

・Marilyn Robinson（2013-2015  ITC議会法規役員） 
　   クラブではリージョンの会則修正案を検討しています。クラブに送られてきた会則修正案は事前通告されたものです。この場合クラブでの採決は過半数ですることになります。
　  なぜならば、クラブはリージョン大会への派遣員に指示を与えているからです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (2015年6月18日 回答受信)
・Anita henzler（2009-2013　ITC議会法規役員）
    各々のクラブでは、単なる討議ディスカッションです。 だからクラブ会員の決定には過半数あれば良い事になります。大会でデリゲートは、それに従って投票します。
 　 クラブ会則の条項に、デリゲートがリージョンで投票するためには2/3必要であると書いてなければですが、クラブ会則にそのような条項がなければクラブ会員の　過半数が必要数です。　　　　　　　     (2015年6月20日　再度回答受信)
Q2. クラブが解散する場合、手続きは如何すればいいですか。
A2. 日本リージョン所属のクラブが解散するときは、
①　クラブ旗とギャベルは、解散月例会終了後、日本リージョン事務局宛へ送る。
②　解散月の例会後、全会員の退会届（住所、氏名）をリストにし会長名でクラブ解散
の旨を明記してリージョン会長まで提出する。

③　クラブの資金は、決算終了後、監査済の決算書を添えリージョン会計へ送る。
　　 2013年現在のサンプルクラブ会則　5.2.2.　資金の返還（必須事項）には、
　　　 「クラブの設立許可証が返還される場合、クラブの会計に残ったいかなる資金も、
リージョンに送られ、その国の法律に従って分配される」と明記されている。

　　④　7月31日解散クラブのリージョン年次大会について、

・派遣員が出席の場合：規定どおり任務を遂行する。
・派遣員が欠席の場合：日本リージョン内の他のクラブの正会員に代理人を依頼
することが出来る。その場合、会則・常規の修正案および選挙それぞれに対し
てクラブの意志を伝え、審議に反映するよう図る。選挙については不在投票も
可能なので、その旨選挙委員長に伝え、投票用紙が届き次第、郵便投票を行う。

Q3.  8月1日以前に行った役員会は、「準備役員会」ですか。

A3.  第31期のCMTに於いて、「 新役員会が正式に組織上、役員会としての機能を持つの
は任期の8月1日からであるが、新会期の為に正式に役員会承認や検討すべき議題がある場合もある。リージョン役員会では、8月1日前でもこれらの議事を取り扱うため    に開催した役員会を、国際の例に倣って第一回役員会としている」と指導している。
尚、日本リージョンではリージョン年次大会、カウンスル会合および各役員会は「議事録」としている。委員会は「記録」としている。
議事録及び年次報告書は公式歴史文書として永久保存される。
Q4． クラブ例会で会計又は書記が欠席の場合、どのように対処すればいいですか。

 　　 A4. 「審議のための会合に於いて、議事を進めるために出席不可欠の役員は、規則に従って
議事をつかさどる議長と議事の記録を文書にする書記又は書記係である」
（ロバート議事法新改訂版最新版11版より）
　　  上記の規定により、会計が欠席の時は、代理を任命せずに他の役員が会計報告を代読
すればよい。代読の承認は不要です。会計請求に於いて、会計の出欠席にかかわらず、請求額が予算内の場合は、一般的な同意の手続きが適用される。請求額が予算を越える場合は、支払動議提出、討議、採決の手続きが必要です。
書記が欠席のときは、他の役員の中から臨時書記を任命する。
✦  支払い請求が予算内の場合
　   議長は、 会計欠席のため、書記に支払い請求の代読を指示する。
議長は、「この支払にご異議はありませんか。ご異議が無ければ請求は支払われます」(意見が出なければ議長は総意にて会員の承認を得たと判断する)
　 　 議長は、「ご異議が無いようですので、会計から支払うよう処理いたします」　
　✦　支払い請求が予算を越える場合
　　　　議長は、 会計欠席のため、書記に支払い請求の代読を指示する。
議長は、 「予算オーバーの請求があります。□□の科目が予算△△円のところ
○○円の請求が出ております」（書記又はフロアから支払動議提出、討議）
議長は、「この請求について他にご意見はありませんか。なければ採決致します」　　　　　　（賛否をフロアーに諮ります）　　
※補足説明　　
定例の議事で反対が無いような場合には、一般的な同意、または全会一致の同意の
手続きによって議案の形式を踏まずに、議長は「反対がなければ・・・」あるいは
「反対はありませんか。 反対がありませんので・・・これは決定されました。」と
宣言することができると明記されている。
請求額が予算内の場合は、一般的な同意の手続きが適用される。請求額が予算を越え
る場合は、支払動議提出、討議、採決の手続きが必要。
　（ ロバート議事法新改訂版最新版（11版） P.54） 　
Q5. ビジネス会合に於ける公式訪問者の席次について

A5.「カウンスル会合の開会とビジネスに於いて、公式訪問者は書記の右に座る」と明記されている。議長の右に書記、書記の右に公式訪問者となる。（儀典と礼儀マニュアル）

Q6. 派遣員はクラブの決定に従わず、自分の意見で投票してもいいですか。

A6.　　　派遣員はクラブの指示通りに投票し、カウンスルが取った支持をクラブに報告すると

マスターマニュアルP146に明記されています。先ずはクラブの指示通りの投票をしなければなりません。その後、状況が変わればクラブの最大の利益を考えて投票します。

分からないときは休憩動議を提出しクラブ会長と相談し投票に臨みます。
Q７.ビジネス 及び プログラムでの呼びかけは、何を意味しているのですか。
A７. ★ビジネスでの呼びかけ
「会議において議案を提出し、又は、討議で発言するためには、起立して議長に呼び
かけ発言権を取得しなければならない。発言者は座ったまま発言してはならない。
但し、小規模な委員会のように、さほど厳格にする必要のない場合は除く。議長は
発言権を求めるすべての資格のある会員に対して、発言を許可しなくてはならない」　　　　　　　　　　（ロバート議事法新改訂版最新版 11版）

議案の提出や討議で発言する場合は、起立し「議長」「マダム/ミスタープレジデント」と議長に呼び掛け、発言権を得ます。原則として、他の発言者が発言中に発言権を得るために起立したり、立ち続けたりすることは認められない。
発言者があらかじめ定められている委員会報告等は、議長が○○委員会の報告をして下さいと発言(報告)を求めた時点で、発言権を得たことになります。

報告者は「○○委員会は・・・・」と報告します。議長から順次発言権を与えられた人のみ発言するのは、数名が同時に発言し混乱するのを防ぐためです。
★プログラムでの呼びかけ
参加者および会員は、礼儀として自分を紹介してくれた人に対し呼びかけをする。
・会長には　　　　　　　     マダム/ミスター  プレジデント
・委員長には　　　　　　     マダム/ミスター  チェアマン
・プログラムリーダーには     マダム/ミスター　プログラムリーダー
マダム/ミスター  コンペア
・モデレーターには　　　     マダム/ミスター　モデレーター 

（儀典と礼儀マニュアル）
Q８. クラブ会則の修正案が前回議事例会に間に合わず、審議する会合月にメールで送信
されました。これは無効ですか。

A８. 会則修正の審議をするためには、 

リージョン ：投票日の60日前までにクラブに文書で提出されなければならない。

カウンスル ：投票日の30日前までにクラブに文書で提出されなければならない。

クラブ　　 ：前回議事例会で文書により提出されていること。                    各レベルの会則には上記の如く明記されている。文書で提出されていることが必須です。文書は電子書類でもいいと考えます。
  会則は組織において最高の権威あるものです。会員の意見を反映するために、〇〇日前までの事前通告と2/3の賛成が必須と決められているのです。会則修正は正式な手続きに則って審議すべきで、簡略化はないと考えます。クラブに於いては、前回議事例会で提出されていることと明記されている場合は、前回議事例会後の提出は会則に抵触しています。
Q９. 指名委員選挙の相対多数の得票数の報告について
A９. 指名委員選挙を相対多数の選挙で行う場合の得票結果発表は得票数の多い順に0票まで発表する。テラーが発表しないと候補者の名前が議事録に記載されない不都合が生ずる。「数えての報告書はその全体が議事録に記載され、それが当該組織体の公式記録の一部となる。いかなる状況下でも落選した候補者又は敗れた側の候補者の感情を誤って重んじることにより選挙又は重要な提案について、議事録への記録を省略すべきでない。                   （ロバート議事法新改訂版最新版11版 ） 　　　　　　　　　　　
相対多数の表決は、３つ以上の選択が可能である場合に、ある候補者又は提案に与えられる最も多数の票を言う。最も多数の票を得た候補者が相対多数を得ることになる。但し、事前に特別の規則を採択していない限り、相対多数の選挙で選出することは出来ない。　    　　　　　　　　　　　（ロバート議事規則P335）
Q10.　クラブ会則に「指名委員選挙は相対多数を得たものが選出される」を採択し会則に明記することはいいのでしょうか。会則がだめなら常規ならいいですか。
A10. 「指名委員選挙は相対多数を得たものが選出される」を会則に採択することが間違っているとは言えませんが、日本リージョンに於いて、指名委員選出を相対多数選挙で行っているのは、時間、手間などの便宜上からです。

クラブで時間が許せば過半数選挙をしてもよいのですから、「相対多数を得たものが選出される」とロバート議事規則で推奨していない相対多数選挙で選出することを、ことさら会則に規定する必然性はないと考えます。
相対多数選出を規定してしまうと、それが正しい方法のようになってしまいます。

現在のようにその都度、相対多数選挙に対して異議なしの確認や手続きをする方法が柔軟な対応ができるのではないでしょうか。

（ロバート議事規則「相対多数の表決」）　　
Q11. 例会でプログラムには出席したものの、ビジネスの時間帯には出られなかった場合、
例会には出席か欠席か、あるいは早退又は遅刻となるのですか。
A11. 通常、クラブ例会はビジネスとプログラムのセットを例会としています。ロールコール時に出席者数及び前もって届け出のある欠席者数、遅刻者数を報告します。定足数に達していれば議事は成立しビジネスは通常通り行われます。議事録は議事を執り行うビジネス時だけでなく、プログラムの進行も議事録に記載され、〇〇クラブ第〇回例会議事録として、開会時間及び閉会時間も記録されファイルされます。このことからもビジネスとプログラムで一つの例会と考えます。

遅れてきた会員がロールコール時に出席していなくてプログラムに移行した時点での出席であっても例会には遅刻出席の扱いになるでしょう。議事録には、出席者〇名、〇〇会員プログラムから出席、〇〇会員ビジネス途中早退と記載すればより正確です。
 Q12. カウンスル会合の議事録は、派遣員に承認されるまでは「議事録案」ですか。

　 A12. カウンスルサンプル会則第6条

6.2.4.a. 書記はカウンスル会合と役員会の議事録を作成する。

6.2.4.b. 議事録の草稿の写しを会長、議会法規役員、議事録承認委員会に提出する。6.2.4.c. 議事録の写しをカウンスルへの派遣員に提出する。
上記の如く明記されている。書記がサインした原本の議事録以外は全てコピー(写し)です。役員会等で記載内容を検討する場合、書記は議事録草稿を提出します。
派遣員に提出する議事録は、書記のサインもコピーの「議事録」の(写し)です。
原本の議事録と年次報告書は公式文書として永久保存されます。
Q13. 議会法規役員は表決に参加してもいいですか。

A13. 投票用紙による表決には参加できます。しかし、議会法規役員は議長と同様に公正な立場を保持するという義務がある。従って、動議を提出したり、討議に参加したり、また投票用紙による表決以外の如何なる審議の表決に加わるべきではない。議会法規役員は、たとえその表決結果を左右する場合でも、決定的な表決には票を投じない。何故なら、それは議長特権の行使を妨げることになるからである。もし、議会法規役員としての表決に対するこのような立場を優先させることが出来ないメンバーは、
この役職を受諾すべきでない。　　　　（ロバート議事法新改訂版最新版11版）
Q14. 表決について。
A14. 議案に対し可否の意志を表示する表決は、口頭、挙手、起立、投票、総意、郵便、点呼、選択投票、棄権による方法があります。一般の動議の採択に関して、議事の挙手や起立表決で議長が表決結果を見極められると判断した場合は、特に数える必要はないが、議長が「数えて下さい」と指示した場合は賛成数、反対数を数え票数を議事録に記載します。但し、「規約改正（修正）に関する最終表決結果は、全会一致に近い場合を除き、票数を勘定して議事録に記録すべきである」とロバート議事規則　P.491に明記されており、会則修正に関しては、票数を数え議事録に記録すべきです。　　　　　　　
Q15. 勧告を動議として提出する場合の手順は如何すればいいですか。

A15. 役員会からの勧告は、議長(会長)が「役員会から勧告があります。書記は勧告を読み上げて下さい」と指示を受け、書記は勧告を朗読し、直ちに「只今の勧告を採択するという動議を提出いたします」と勧告を実施するために必要な動議を提出する。この場合セコンドはいらない。なぜならその動議は役員会を代表して提出されたものであるからです。 委員会からの勧告の場合、報告者が何らかの理由で勧告を実施するために必要な動議を提出しない場合は、フロアから「只今の委員会からの勧告を採択するという動議を提出いたします」と動議を提出することができます。この場合はセコンドが必要です。

Q16. 予算について

A16.　クラブは会員が承認を与え採択された予算に従って運営されています。
ある科目が予算では足りなくなったといって安易に科目間の流用をすれば、予算があってもない状態を生み出し、計画性や秩序が失われます。
足りなくなったからといって安易な科目間の流用は避けなければなりません。
また、予備費はあくまで予期せぬ支払いが生じた場合に備えておくという目的を持った一つの科目ですから、他の科目に属する支出を引き落とす事は出来ません。
Q17. 中間監査と補正予算について
A17. 中間監査を行う場合は、会計が中間収支報告書を読み終えたとき、直ちに議長は
「この報告は監査委員会に付託します。」と告げます。付託された会計監査委員会は報告書の内容が、承認された予算の運用結果がどのような成果を挙げたか、また効果的に活用されているかを判断します。もし必要ならば報告書に記帳の改良を勧告します。                                 （会計マニュアル　質疑応答集)
会長は監査委員会の職権委員として監査の場に出席することがありますが、定足数には数えません。監査委員会から会計に出席の要請があるときは会計も出席します。中間収支報告書を検討し、収支の変更が生じたり、新たな活動の計画が起こったりして補正予算を組む必要があるときは予算・財務委員会から役員会に勧告を提出する場合と、役員会が会計の報告を受け予算･財務委員会に補正を検討するよう指示を出す場合とがあります。補正予算を組むようになった場合は、予算･財務委員会は補正予算案を作成し役員会に提出します。例会で採択されれば補正予算がクラブの予算になります。　　　　　　　　　　　　　　(会計マニュアル　質疑応答集)

Q18. 選挙は特別審議事項ですか。　
A18. 役員の選挙は各レベルの会則で規定されている。このように会則で特定の時期に審議することが規定されている事項は、特別審議事項(特別予定議事）とみなされ、その特定の時期に審議される。「役員の指名や選挙のように規約が特別の会合において審議するように求めている事項は、当該会合の特別予定議事と見なされ、議事日程中の特別予定議事の表題のもとで審議されることがある」と（ロバート議事規則P293）に明記されている。指名と選挙は、特別審議事項(特別予定議事）とする提案を行う必要はない。なぜなら、役員選挙の時期は2/3の表決によって採択され各レベルの会則に規定されているからである。選挙は特別審議事項(特別予定議事)とみなし、審議の最初に取り上げられる。続いて審議未了事項、新審議の順で行なわれる。審議未了事項とは、時間切れになって前回で審議が完了しなかった議題の事です。新審議とは、この時点で新しい議事が提出され審議することです。　　
（マスターマニュアル　会議事項の実例P174）
Q19.  一般の審議事項と特別審議事項の違いは何ですか。
A19. 　　審議は一般審議事項（一般予定議事）と特別審議事項（特別予定議事）とに分けられる。特別審議事項（特別予定議事）とは、定められた時刻に審議する予定議事のことです。審議の時刻が明確に指定されている特別審議事項(特別予定議事)は、全ての議事に優先し、取り上げる時刻が来ると、他の議事の途中であっても議事を中断し、特別審議事項(特別予定議事)が審議される。審議の時刻を明確に指定していない特別審議事項(特別予定議事）は、アジェンダにそって審議の時間の最初に取り上げられる。                                          (グリーソンズ P69）　　
定められた時刻に審議を特定したい場合は、例：「〇〇の議題を次回会合の午後1時に特別審議事項（特別予定事項）とする動議を提出します」と時刻指定の動議を提出する。2/3の表決によって採択された場合は、指定された会合の指定時刻に特別審議事項（特別予定事項）として取り上げられる。
Q20. PREMの意味は何ですか。

A20. 日本リージョンのPREMは ITC会則に準じて2007年に広報 (Publicity）、新会員獲得((Recruitment）、増設((Extension）、メンタリング(Mentoring）の頭文字としてPREM委員会を設置しました。

過去のPREM委員会のPRはPublic Relations(広報)、　MはMembership(会員)やMarketing(マーケティング)で、その後変遷を経て、2015年の第68回ITC世界大会で新会員獲得(Recruitment）が削除され、現在は広報(Publicity）、増設(Extension）、会員(Membership）のPREM委員会となりました。

Q21. サンプル会則はどのような会則ですか。
A21.　組織のモデルとなる標準的な会則の例を示したものです。ITCではITC国際からリージョン、カウンスル、クラブの会則のために標準的なサンプル会則を出しています。
★意義：  国際がリージョン、カウンスル、クラブが、新しく会則を採択するとき、
又は、改正するときにガイドラインとなるもので、いわば参考文献に当るものです。
　　 ★効力：　リージョン、カウンスル、クラブの正式な会則としての効力はない。
           　　 各レベルで 新しく会則を作成する場合、サンプル会則をそのまま採用する

　　　　　　　　こともできるし、或いは異なったものを定めることも可能です。

但し、必須を含むものでなければならない。
　 　★必須条項：世界大会で採択された会則で、ITCの下部組織（リージョン、カウンスル、クラブ、アドミニストラティブユニット）に関する条項が必須条項となる。

カウンスル、クラブによっては、会則の表記の仕方が異なっている場合、必要があれば、サンプルカウンスル会則、サンプルクラブ会則の必須箇所を参照し、それぞれのカウンスル、クラブで対処する。
2016年1月18日　大阪クラブ例会教育
資料作成：第33期 日本リージョン議会法規役員 坂口正子
参考資料：第33期 日本リージョン議会法規役員CMT資料
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